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千葉県茂原市国府関に分布する更新統上総層群笠森層から産出した世界で一番若い
化学合成化石群集 (0.57Ma)
The youngest chemosynthetic fossil assemblage (0.57Ma) from Pleistocene Kasamori
Formation of the Kazusa Group at Kousek
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千葉県茂原市国府関に露出する上総層群笠森層から化学合成化石群集を発見した．笠森層は層厚が 230˜300mで，主
に泥岩と砂質泥岩からなる (徳橋・遠藤, 1983)．群集を構成する化学合成二枚貝は，殻が厚いことと，前背縁と後背縁の
特徴からツキガイ類の Lucinoma aokii (Hiyarama, 1958)に同定される．この二枚貝は絶滅種であるが，現世のツキガイ類
は，知られている限りイオウ酸化菌と共生することから (Dame, 1996; Sibuet and Olu, 1998)，本種も化学合成二枚貝と考
えられる．
　調査地には，下位から Ks12,Ks11.5B,Ks11,Ks10の凝灰岩層が確認できた．そのうち，Ks11の年代は 0.57± 0.17Ma

とされている (徳橋・遠藤，1983)．化石群集は，Ks10と Ks11の間の層準で確察され，その層準には，凝灰岩質で，著し
く生物擾乱を被った泥岩層と砂質泥岩層が発達する． Lucinoma aokiiの多くの殻は，合弁で産し，生息姿勢を保って保
存されていた．ツキガイ類化石の間には自生炭酸塩が散在的または密集して産出する．これらの炭酸塩は高 Mgカルサ
イト，ドロマイト，および少量のカルサイトからなり，13Cに著しく枯渇することから (δ 13C=-51.2から-34.1‰)，こ
の群集がメタン冷湧水に依存していたことを示す．
　この化石群集は，世界で一番若い化学合成化石群集である．従来知られていた最も若い化学合成化石群集は，上総

層群中部の柿ノ木台層から産出する群集である (約 0.70Ma：間嶋ほか 2005)．
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